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 みなさん、こんにちは。片桐早織と申します。本日はこのような機会をいただき、誠にありがとうご

ざいます。私は日本の昔話を、絵本や紙芝居してアラビア語で演じたり、中東の絵本を紹介したり、国

際子ども図書館で中東の子どもの本に関するお手伝いをさせていただいています。 



 

今日は以下の、アラビア語で紙芝居を演じるようになったわけ、日本の昔話を選んだわけ、絵と文を手

掛けるようになったわけ、そして子どもたちの反応について、簡単にお話させていただきたいと思いま

す。 

 

まず、アラビア語で紙芝居を演じるようになったわけですが 

 

私はかつて、アラブイスラーム学院付属の図書室で司書をしていました。 

アラブイスラーム学院というのは、サウジアラビアの国立大学の分校でした。モスクを併設しているの

で、在日のアラブ人の方々が沢山いらっしゃる場所でもあり、図書館業務のかたわら、こまごまとした

サポートもするようになりました。そうしているうちに、私はアラブの人たちに（日本の文化を知って

欲しい、日本の文化を楽しんでほしい。）と思うようになりました。 

 

そんな折、上司から「アラビア語で紙芝居をするように」と勧められました。これがアラビア語で紙芝

居をするようになったきっかけです。 

 

昔話を選んだわけは、 

 

昔話はお話として面白いだけでなく、その土地の風俗、歴史、考え方などが、ぎっしり詰まった「宝箱」

のようなもので、文化を知るのにふさわしい題材だと思うからです。 

 

最初は市販の紙芝居を翻訳して演じることを考えていたのですが、これには問題がありました。という

のは、アラビア語は、日本語とは逆に文章の最初に動詞が来る、つまり結論が先に来る言語なので、市

販のものでは絵とテキストが、かみ合わなくなってしまうのです。 

また最も大きな問題は、市販の紙芝居では、しばしばイスラームのタブーに触れてしまうことです。 

 

1）アラビア語で紙芝居を演じるようになったわけ

2）日本の昔話を選んだわけ

3）絵と文を手掛けるようになったわけ

4）子どもたちの反応（アラブ人・日本人）
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実は、これは市販の絵本にも同じことが言えます。私は以前、小学校で在日アラブ人小学生に日本語を

教える仕事をしていたのですが、 

 

その子の手を引いて学校の図書室に行き、「どれでも好きな本を選んでごらん。いっしょに読みましょ

う」と言うと、 

その子は沢山の絵本を選ぶのですが、本を開いて中の絵を見た途端「これはダメ、これもダメ」と本を

閉じてしまうのでした。中の絵がイスラームのタブーに触れてしまっていることが大きな原因でした。 

お地蔵さまなどの絵はもちろん、その子の場合は、サンタクロースの絵なども、拒む対象でした。 

 

文化の違いの受け止め方は人によって全く異なり、おおらかに受け止めている家庭もあります。けれど、

いわば「日本の悪い影響を受けないように」と気をつけて、子育てをしているムスリムの家庭もありま

す。そのような家庭では、例えば『傘地蔵』のように、イスラームのタブーである偶像崇拝を認めるよ

うなお話には、拒絶感が先にたってしまいます。「郷にいっては郷に従え」とばかりに、日本の文化を押

し付けることはできません。 

 

ですから、お話を楽しみ、日本の文化を理解してもらうには、 

イスラームのタブーに触れない形で、その価値観を尊重しつつ 

日本の文化を変質させることなく、お話を伝える必要があると思います。 

 

市販の紙芝居は、主に日本の子どもたちを対象に作られていますので、この点が難しく、そのため下手

ながら、自分で作るようになりました。 

イスラームの価値観を尊重

• タブーになるものは描かない

偶像崇拝

肌の露出

• 訳語の工夫

 

紙芝居を作る際は、多神教や偶像はイスラームでは受け入れがたいものなので、神様や仏様などの「拝

む対象」は絵に描かない、拝む場面が必要な場合は、像ではなく建物で表すなどの工夫をしています。

また肌の露出を嫌うので、それは避けて描いててます。例えばこの「ももたろう」―こちらは絵本のほ

うですが―ここでも微妙に桃で下半身を隠して描いています。また訳語にも気をつけています。例えば

アラビア語の「アッラー」は「神様」という意味ですが、日本の「神様」を「アッラー」と訳すことは



ありません。「アッラー」は多神教世界の神々とは異なり、唯一絶対の神であり、人の姿で描かれること

もないからです。右の絵は日本神話の神様のお話ですが、この場合は、「神さま」の意味をも含む「主（あ

るじ）」という訳語を当てたり、場合によっては「王様」に代えることもあります。 

 

また紙芝居では、日本文化の紹介も兼ねています。例えば冒頭をご覧いただいた「エビの腰が曲ったわ

け」は伊勢神宮の遷宮の時に作ったものですが、 

 

実際に演じる時には、「日本では大きなエビを伊勢海老と言います。」 
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と付け加えたりします。 

 

次に子どもたちの反応ですが、 

 

紙芝居を見たアラブの子どもたちは、お話そのものを楽しんでくれているようです。「僕の国にも同じ

話があるよ！」と喜んだり、同じようなストーリーでも、アラブのお話と日本のお話では結末が異なる

ので、「私ならそんなことしない！」と驚いたり、様々な反応を返してくれます。 

 

日本の子どもたちの場合は、アラビア語の言葉の響きを楽しんでくれているようです。またアラビア語

には「マァッシャラー」「インシャーラー」「アルハンドリラー」「ビスミッラー」など、とにかく 「ア

ッラー」がつく表現が多いので、その意味や使われ方に興味をもってくれるようです。 

海外の反応

 

これらのことを IBBY（国際児童図書評議会）でお話させていただいたところ、思いがけず手ごたえの

ある反応をいただき、機関誌（book bird）にも掲載してくれました。欧米にとっては「中東」や「ア

ラブ」は、移民や難民問題もあって身近な存在であり、関心が深いのだと思います。 

 

日本からすれば、中東も難民問題も遠い世界の出来事かもしれません。しかし「イスラーム世界」に関



して言えば、もはや遠い世界ではありません。というのは日本と関係の深い東南アジアは、世界一ムス

リム人口が集中している地域だからです。今や日本には、多くのアジア系ムスリムが住んでいますし、

その数は今後ますます増えることでしょう。 

 

ですから、このような外国籍の子どもたちの母国の文化、価値観を考慮した試みは、それなりに意味の

あることではないでしょうか？何より子どもたちに、お話を楽しんで欲しいと思っています。 

 

 

 


